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ま え が き 

 2013 年から 14 年にかけての公衆衛生・環境分野の出来事を概観してみます。 

国内ではデング熱の発生がありました。海外では何といっても西アフリカにおけるエ

ボラ出血熱の大流行が挙げられます。これまでの小規模の流行とは異なり、欧州や米国

にも飛び火し国際的な問題となっています。我が国に波及する心配は今のところ少ない

ようですが、致死率の高い危険な感染症であるため、十分な対応策が必要です。 

また、東日本大震災による福島第一原発事故の放射線健康影響について、環境省の専

門家会議の中間報告がまとまったところ（平成 26 年 11 月 26 日）ですが、「推計される

被曝線量では、がん患者が増える可能性は低い」との評価が盛り込まれました。福島の

原発事故での被曝量では健康影響はまずないだろうということは、発生当時からの多く

の専門家に共通する見解でしたが、メディアの加熱報道にパニック心理が加わって、明

らかに過剰な対策までが正当化され、必要のない除染などに公的予算が無駄に費やされ

ているとの印象を強く持ちます。 

今回の原発事故では「被曝そのものによる死者は一人も発生していない」、この事実

を国民や政治家は改めて認識する必要があると考えます。環境領域で問題とされている

PM2.5 についても、その健康影響は過大に喧伝されています。むしろ喫煙を減少させる

ことの方が COPD 対策としてはるかに重要です。 

わが国における政治や行政の方向性を決める人たちに、科学的根拠を軽視する傾向が

あることは、これまでにも指摘されてきたことですが､最近この傾向が著しいように感

じられます。これは私たち科学者、技術者にも責任の一端があります。地方衛生研究所、

地方環境研究所は、衛生行政、環境行政に資する科学的根拠を提示することが大事な役

目です。 

 今後も群馬県衛生環境研究所の取り組みへのご支援を賜りますよう、切にお願い申し

上げます。 

 

2014 年 11 月 

 群馬県衛生環境研究所長  小澤邦壽 
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